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1.総論

(1)基本方針

本計画は、大地震等の自然災害や感染症のまん延などをはじめとした突発的な経営環境

の変化など不測の事態が発生しても、重要な事業を中断させない、または中断せざるを得

なくなった場合であっても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、体制、手順等を

示すものである。

(2)推進体制

(3)リ スクの把握

① ハザー ドマップなどの確認

(別紙 。巻末にて )

野田市洪水ハザー ドマップ

野田市土砂災害ハザー ドマップ

野田市液状化危険度マップ

野田市内水ハザー ドマップ

野田市揺れやすさマップ

野田市地域危険度マップ

主な役割 部署 。役職 氏名 補足

統括責任 災害対策委員長 鈴木克弥 (代行者)川嶋誠子

BCPの策定及び見直 し BCP策 定責任者 鈴木克弥 (代行者)川嶋誠子

職員への研修・訓練の計画 研修・訓練責任者 鈴木克弥 (代行者)川嶋誠子



②被災想定

【自治体公表の被災想定】千葉県北西部直下地震(平成27年)の被害想定

―俸 自―

欄 り罫霊自下買属場号ヒLナると、疎涼詐撃謁叢蔓吏6S諺たL¢1話計,こ,見夕準とオ1、 メブ,1発拝1ヨ|ラi:も1鼓準!手を,3ナま

魂

その場頷 県へ全体でおよそ半分の
‐
躊議鴻電すると予測されま

｀
九 り がな′ヽこも関わら

ず、県全な0審勲核 る晰駐1湘1限さオめ 団画堅罰 t拷えけるので、地議琥計ユこよる被書カミそれ

ほど大きくれ 爛 aaヽても、停電することが予測されます。

―撻g言一

千葉1歴稿埴下地震う溌空すると、揺れや火災等によって電陸華郵勅潮繕を受けるキ勲、働 溌生する

ため|ミ 通信に必要な様々 な設備が停止して、電話等が使えなくなります。

地震発生から数日間2え上、胸 本暉 I半分の講 覇鐸 I拝|できないものと予測されます。また、携帯電

言書よ 多影′む らヽ1日後に 約半分が使えなくなると予測されます。

―上。下水道―

揺れや交ガ

`こ

よって、水道嘗・下呻 潮膳乾授けるはな 停識が発生するた潮ζ :浄ガC昴 交`コ量場が

停止して、断冴0溌生し 水先トイレカ滞1用できなくなりま筑。

発災から1日後までよ 約まル(卜4ツその世計O泳ヒ ;御日10ま 2'闘黙‐1カ明程度を要すると予測され
まま。下水道|`瀦鮨勧渡1日しても、動 制書を受ナ0ヽると、台所やトイス 風浬諄を流すこともできな

くなりま・九

―ガスー

都市ガスの現蔵ま 地調コ灘 いと考えられていますベ イ亭電による4共ネ舒亭上や、また点1険のための安全措

置としての難創亭動 渚測されます。県釘村て瑠輔ガスの寿舗清開されるまで、約 B日力功ると考えられ

ます。

LPガスZ林l用し'G｀る世欄こおいては 約Ю%において、安全点櫛 波要と予測され
「́Gヽます。

鉄道の多くは 強内議te朧 議:5以⊃ が発生した場合、線路の点検等のた硼欧 全て(鋼爽鬱礎罰を停
止します。そのため、通勤やこ諷 買セツ等で自宅から設 している人が電車で帰宅できなくなり、そのうち遠

距難 α〕km以上)自宅からFttτているノ翅ま 当日中に徒歩等でヽか尋宅もできない「帰宅区難堵」となりま

丸

千蘇3日石音1曜rFi也護拗|ヽ 自宅
"ヽ

らの汐性彗者勢ヱ1準発もを先嘔子日(2昼 12日報こう控生した場請合:、 自り らヽσり小社壻争

数齢勺1∞万人で、そのうち、帰宅区難者ヤ毒句Z万人と予測されています。

なな これらはF隣蝉内でτりは諸や1詐塑鞠銘つ数であり、千葉県民のうち、東熊郭=0慶たす
る́′翅こつい

ては645万人、埼玉県で3.6万人、神斜 1曝で3.6万人、その鬱鰤変で2.4万人と予測されています。
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【自施設で想定される影響】

(4)優先業務の選定
①優先する事業

②優先する業務

当 日 2

日

日 3

日

日
４

　

目

日
５

　

日

日
６

　

目

日
７

　

目

日
８

　

目

日
９

　

日

日

電 力 使用不能

(復旧待ち)

復 旧 ― → →

飲料水 備蓄 配給 と復 1日 を待つ

生活用水 配給 と復旧を待つ (衛生面での課題有 )

ガ ス 使用不能

(復旧待ち)

携帯電話 使用不能

(復旧待ち)

復 旧 →

メール 使用不能

(復旧待ち)

復 旧 →

<優先す る事業 >

(1)放課後等デイサー ビス

(2)

(3)

<当座休止する事業>

(1)

(2)

(3)

必要な職員数

早朝 午前 午後 夜 間
優先業務

直接支援 O人 4人 4人 0人

3



(5)研修 ヨ訓練の実施、BCPの検証薔見直し

①研修・訓練の実施

。年 2回以上の避難訓練を実施する、

。また年 1回以上は研修を実施し、被災時について検討を行う。

② BCPの検証・見直し

検証として、避難訓練実施後に報告書を作成し、報告書を元に協議を行 う。

必要も応じて、BCPの見直しを行 うことで、利用児童の安全を確保していきたい。

2.平常時の対応

(1)建物・設備の安全対策
①人が常駐する場所の耐震措置

場所 対応策 備考

ハ ッピーキッズ野田キ ッカーズ 昭和 59年 3月新築

②設備の耐震措置

対象 対応策 備考

消火器具の設備 業者による消防設備点検を定期的に行う

また、消火器の設置場所も確認する

ロッカー等の設備 転倒防止の対策を行 う

‘４
ェ



対象 対応策 備考

浸水による危険性

の確認

毎月 1回点検を実施。

外壁のひび割れ、

欠損、膨 らみ

毎月 1回点検を実施。

暴風雨による危険

性の確認

毎月 1回点検を実施。

周囲に倒れそ うな

樹木、飛散 しそ う

なものはないか

毎月 1回点検を実施。

③水害対策

(2)電気が止まつた場合の対策

(3)ガスが止まった場合の対策

被災時に稼動させるべき設備と代替策を記載するc

稼働させるべき設備 代替策

給湯器 冬場の温水使用のために使用するが、緊急性は低い

5

稼働させるべき設備 自家発電機もしくは代替策

情報機器 :PC、 スマホ バッテリー充電器の用意

冷蔵庫、冷凍庫 夏場は暑さ対策として保冷材等用意

照明器具 懐中電灯、乾電池の用意

暖房機器 カイロ



水道が止まった場合の対策

被災時に必要となる飲料水および生活用水の確保を記載する。

①飲料水

(利用者数+職員数)× 2L× 1日 分の飲料水を備蓄する。保存期間に留意。

②生活用水

被災直後の給水可能な状態時に、180容器 2つの給水を行う予定。

またウェットシー トなどの活用も想定している。

(5)通信が麻痺した場合の対策

被災時に施設内で実際に使用できる方法 (携帯メール)な どについて、使用可能台数、

バッテリー容量や使用方法等を記載する。

→ 携帯電話/携帯メール/PCメ ール/SNS等
・職員個人の携帯 (全員 LINE可 )

(6)システムが停止した場合の対策

データの喪失に備えて、最新データのバックアップを定期的に行う。

(7)衛生面 (トイレ等)の対策

① トイレ対策

【利用者】

手洗いができないので、ウェットシー トで簡易的に対応をするc

1.簡易 トイレ及び消臭固形剤を備蓄しておく。

2.電気・水道が止まった場合

(1)速やかに簡易 トイレを所定の箇所に設置し、そちらを利用する。

(2)排泄物や使用済みのおむつなど、所定のごみ置き場へ保管する。

6



(3)汚物には、消臭固形剤を使用する。

【職員】

利用者との使用方法と同様に対応する。

②汚物対策

排泄物や使用済みのオムツなどの汚物の処理方法を記載する。

排泄物などは、ビニール袋に入れて消臭固形剤を使用して密閉し、利用者の出入りの

ない空間へ衛生面に留意して隔離、保管しておく。

消臭固形剤を使用した汚物は、燃えるごみとして処理が可能である。

(8)必要品の備蓄
被災時に必要な備品はリス トに整理し、計画的に備蓄する (多ければ別紙とし添付する)。

定期的にリス トの見直しを実施する。備蓄品によっては、消費期限があるため、メンテナンス

担当者を決め、定期的に買い替えるなどのメンテナンスを実施する。

【飲料・食品】
口 ′C′
ロロシロ 数量 消費期限 保管場所 メンテナンス担当

【医薬品・衛生用品・日用品】

品名 数量 消費期限 保管場所 メンテナンス担当

7



【備品】

品名 数量 保管場所 メンテナンス担当

(9)資 金手当て

会社で保険に加入している。

緊急Fヤ斑応

(1)BCP発 動基準

また、管理者が不在の場合の代替者も決めておく。

【地震による発動基準】

野田市周辺において、震度 6以上の地震が発生し、被災状況や社会的混乱を総合的に

勘案し、管理者が必要と判断した場合、管理者の指示により BCPを発動し、対策本部

を設置する。

【水害による発動基準】

。大雨警報 (土砂災害)、 洪水警報が発表されたとき。

【情報源】

・緊急地震速報、インターネット、テレビ、ラジオ、千葉県障害福祉課、野田市障害福

祉課

管理者 代替者① 代替者②

8



鈴木克弥 川嶋誠子 大森一瞭

(2)行動基準

発生時の行動指針は、下記の通りとする。

① 自身及び利用者の安全確保

② 二次災害への対策 (火災や建物の倒壊など)

③ 地域との連携
④ 情報発信
平常時     日常点検 訓練/見直し

情報交換 情報共有

↓

直後      命を守る行動
(安全確保、避難)

↓

当日      二次災害対策
(避難場所の確保等)

↓
|

↓

体量生堡竺  事業再開
↓

体制回復後  通常営業・業務
↓

完全復旧後  評価・反省・見直し

○連携

事業所間連携、行政、関係機関連携

○情報発信

利用者家族安否情報、事業所情報

○支援体制確保 (人員、物資等)

9



(3)対応体制

【地震防災活動隊】隊長 :管理者 (代行者・常勤職員A)

地震災害応急対策の実施全般について一切の指揮を行う。

【情報班】行政と連絡をとり、正確な情報の入手に努めるとともに適切な指示を仰ぎ、

隊長に報告するとともに、利用家族へ利用者の状況を連絡する。活動記録

をとる。

班長 :管理者 (代行者 。常勤職員A)

【消火班】地震発生直後直ちに火元の点検、発火の防止に万全を期すとともに、発火

の際には消火に努める。

班長 :常勤職員 B(代行者・常勤職員 A)

【応急物資班】食料、飲料水の確保に努めるとともに、飲料水等の配布を行う。

班長 :常勤職員B(代行者 。常勤職員A)

【安全指導班】利用者の安全確認、施設設備の損傷を確認 し報告する。隊長の指示が

ある場合は利用者の避難誘導を行う。家族への引継ぎを行 う。

班長 :常勤職員 C(常勤職員 B)

【救護班】負傷者の救出、応急手当及び病院などへの搬送を行う。

班長 :常勤職員D(常勤職員 B)

【地域班】地域住民や近隣の福祉施設と共同した救護活動、ボランティア受け入れ

体制の整備対応を行 う。

班長 :常勤職員 C(常勤職員 D)

(4)対応拠点
第 1候補場所、第 2候補場所

(4)対応拠点

緊急時対応体制の拠点となる候補場所を記載する (安全かつ機能性の高い場所に設置する)。

第 1候補場所 第 2候補場所 第 3候補場所

ハ ッピー キ ッズ野 田キ ッ

カーズ

野田市立第二中学校
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(5)安否確認

① 利用者の安否確認

震災発生時の利用者の安否確認方法を検討し、整理しておく (別紙で確認シー トを作成 )。

なお、負傷者がいる場合には応急処置を行い、必要な場合は速やかに医療機関
へ搬送できるよう方

法を記載する。

【安否確認ルール】

震災発生時は、電話、SNS等にて利用者の安否確認を行う。

お預かり時に負傷者が発生した場合には応急処置を行い、必要な場合は近隣の病院へ搬送す

る。

【医療機関への搬送方法】

災害発生時は、救急車の出動について困難が予想される。

送迎車にて搬送するが、事前に受け入れ先の状況を確認して対応することが望ましい。

② 職員の安否確認

地震発生時の職員の安否確認方法を複数検討し準備しておく (別紙で確認シー トを作成 )。

(例)携帯電話、携帯メール、PCメ ール、SNS等

【施設内】

職員の安否確認は、利用者の安否確認とあわせて行い、管理者に報告する。

【自宅等】

自宅等で被災した場合(自 地域で震度 5強以上)は、①電話、②SNS、 ③災害用伝言

ダイヤルで、事業所に自身の安否情報を報告する。

報告する事項は、自身 。家族が無事かどうか、出勤可否を確認する。

(6)職員の参集基準
発災時の職員の参集基準を記載する。なお、自宅が被災した場合など参集しなくてもよい場合に

ついても検討し、記載することが望ましい。

1.震度 5強以上の揺れが発生した場合は、職員から事業所に連絡をとり、

30分以上連絡が取れない場合は、安全を確保しながら参集する。

2.自 らまたは家族が被災した場合や、交通機関、道路などの事情で参集が

難しい場合は、参集 しなくてよい。
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【自動参集基準の対象外】

自宅が被災または、道路が寸断する等の理由により、出勤することで職員に危険が及ぶ

場合には参集は行わないものとする。

(7)施 設内外での避難場所・避難方法

地震などで一時的に避難する施設内・施設外の場所を記載する。また、津波や水害などにより

浸水の危険性がある場合に備えて、垂直避難の方策について検討 しておく。

【施設内】

第 1避難場所 第 2避難場所

避難場所
ハ ッピーキッズ野 田キッカーズ

駐車場スペース

避難方法

・利用者がいる場合は、安全に留

意しながら利用者の誘導を行 う。

。避難場所を大声で周知 しなが

ら、集合する。

。天丼からの落下物に留意する。

・避難時は極力、靴を履く。

【施設外】

第 1避難場所 第 2避難場所

避難場所
野田市立第二中学校

体育館

避難方法

・避難時は靴を履 く。

。利用者がいる場合は、安全に留

意 しながら利用者の誘導を行 う。

。車や落下物 (ガラス片、ブロッ

ク塀等)に注意する。

・避難にあたつては、事業所内に

残された人がいないか、大声で

確認 しながら避難する。

。避難時持ち出し袋を忘れずに。
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・車両での避難は、歩行移動が困

難な利用者を優先する。

(8)重要業務の継続

経過目安 発生後 6時間 発生後 1日 発災後 2日 発災後 3日

職員数 出勤率 40% 出勤率 40% 出勤率 60% 出勤率 80%

在庫量 1009る 809る 609る 409も

ライフライン 停電、断水 停電、断水 停電、断水 断水

重要業務

の基準

利用者・職員の

安全確認、

安全な引き渡

し

安全と生命を

守るための必

要最低限 (待

機児童がいる

場合 )

一時間所、利

用者減とする

が、通常に近

づける

一時閉所、利

用者減とする

が、通常に近

づける

食事補助 必要最小限 必要最小限 必要最小限 必要最小限

水分補給 必要最小限 必要最小限 必要最小限 必要最小限

その他

(9)職員の管理(ケア)

① 休憩・宿泊場所

震災発生後、職員が長期間帰宅できない状況も考えられるため、候補場所を検討し、指定してお

く。

休憩場所 宿泊場所

ハッピーキッズ野田キッカーズ 階下運動場

(安全性が確保 されている際に、安全なス

ペースを開放 )

ハッピーキッズ野田キッカーズ 2階相談

室、部屋 2室 (安全性が確保 されている

際に、安全なスペースを開放 )

② 勤務シフト

震災発生後、職員が長期間帰宅できず、長時間勤務となる可能性がある。参集した職員の人数に

より、なるべく職員の体調および負担の軽減に配慮して勤務体制を組むよう災害時の勤務シフト原

則を検討しておく。

【災害時の勤務シフト原則】

参集した職員の人数により、なるべく職員の体調及び負担の軽減に配慮して勤務体制を
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組むよう災害時の勤務シフトは柔軟に取り扱うこととする。
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(10)復 旧対応
① 破損個所の確認

復旧作業が円滑に進むように施設の破損個所確認シートを整備し、別紙として添付しておく。

②業者連絡先一覧の整備

円滑に復旧作業を依頼できるよう各種業者連絡先一覧を準備しておく.

③情報発信 (関係機関、地域、マスコミ等への説明・公表・取材対応)

公表のタイミング、範囲、内容、方法についてあらかじめ方針を定めて記載する。

情報発信にあたっては、法人を含む合議を踏まえて行 う。

発表にあたっては、利用者及び職員のプライバシーにも配慮する。

対象 状況 (いずれかに○) 対応事項/特記事項

躯体被害 重大/軽微/問題なし

:LV':*, *^ 利用可能/利用不可

電気 通電 / 不通
水道 利用可能/利用不可
看多
=ニ睫ユ日白 通話可能/通話不可

インターネット 利用可能/利用不可

建
物

・
設
備

ガラス 破損・飛散/破損なし

キャビネット 転倒あり/転倒なし

天丼 落下あり/被害なし

床 面 破損あり/被害なし

壁 面 破損あり/被害なし

照 明 破損・落下あり/被害なし

建
物

・
設
備

（
フ
ロ
ア
単
位
）

<建物 。設備の被害点検シー ト例>

業者名 連絡先 業務内容

株式会社 フタバ建設 0297‐ 44‐ 9771 総合建築
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4.他施設との連携

(1)連携体制の構築
① 連携先との協議

連携先と連携内容を協議中であれば、それら協議内容や今後の計画などを記載する。

C)ド レミファソライズ
｀
FC坂東

茨城県坂東市岩井 3440‐ 1 3階  TEL:0297‐ 34‐ 1820
。人的支援 (職員の施設間派遣など)。 物的支援 (不足物資の援助、搬送など)

②連携協定書の締結

地域 との連携に関する協議が整えば、その証として連携協定書を締結 し、写しを添付する。

今のところ、なし。

③ 地域のネットワーク等の構築・参画

施設 。事業所等の倒壊や多数の職員の被災等、単独での事業継続が困難な事態を想定して、施

設・事業所等を取り巻く関係各位と協力関係を日ごろから構築しておくG地域で相互に支援しあう
ネットワークが構築されている場合はそれらに加入することを検討する。

【連携関係のある施設・法人】

施設 。法人名 連絡先 連携内容

ハ ッピーキッズ FC坂東 0297‐ 34‐ 1820 。人的支援 (職員の施

設間派遣など)

。物的支援 (不 足物資

の援助、搬送など)

【連携関係のある医療機関 (協力医療機関等)】

医療機関名 連絡先 連携内容

あら山こどもクリニ ック 04‐ 7129‐ 7149 協力医療機関

名称 連絡先 連携内容

千葉県障害福祉課 043‐ 223‐ 2336 行政機関

野田市障害福祉課 04‐ 7125‐ 1111 行政機関

【連携関係のある社協・行政・白治会等】
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(2)連携対応

① 事前準備

連携協定に基づき、被災時に相互に連携し支援しあえるように検討した事項や今後準備

すべき事項などを記載する。

法人内で情報を共有している。 2事業所での運営体制の体制強化を図っていく。

②利用者情報の整理

法人内で情報を共有している。 2事業所での運営体制の体制強化を図っていくc

③共同訓練

連携先と共同で行う訓練概要について記載する。

法人内で情報を共有している。 2事業所での運営体制の体制強化を図っていく。

5.地域 との連携
(1)被 災時の職員の派遣
(災害福祉支援ネットワークヘの参画や災害派遣福祉チームヘの職員登録)

地域の災害福祉支援ネットワークの協議内容等について確認し、災害派遣福祉チームのチーム員

としての登録を検討する。

災害時に、公的な対策本部から要請があった際は対応 していくc

(2)福 祉避難所の運営
① 福祉避難所の指定

福祉避難所の指定を受けた場合は、自治体との協定書を添付するとともに、受入可能人数、

受入場所、受入期間、受入条件など諸条件を整理して記載するG

社会福祉施設の公共性を鑑みれば、可能な限り福祉避難所の指定を受けることが望ましいが、

仮に指定を受けない場合でも被災時に外部から要援護者や近隣住民等の受入の要望に沿うこと

ができるよう上記のとおり諸条件を整理しておく.

福祉避難先 として必要な設備を備えてはいないが、利用児童家族からの要望で利用の申

し出があった際は対応 していきたい。
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② 福祉避難所開設の事前準備

福祉避難所として運営できるように事前に必要な物資の確保や施設整備などを進める。

また、受入にあたつては支援人材の確保が重要であり、自施設の職員だけでなく、専門人材の

支援が受けられるよう社会福祉協議会などの関係団体や支援団体等と支援体制について協議し、

ボランティアの受入方針等について検討しておく。

物資について、積極的な開設ではないため、利用希望者自身の対応を必要とする。

また開設時の対応は、管理者とする。

6.通所系 口固有事項

【平時からの対応】

○サービス提供中に被災した場合に備え、緊急連絡先の把握にあたっては、複数の連絡

先

や連絡手段 (固定電話、携帯電話、メール等)を把握しておく。
○平常時から、地域の避難方法や避難場所に関する情報に留意し、地域の関係機関

(行政、自治会、事業所団体等)と 良好な関係を作るよう工夫する。

【災害が予想される場合の対応】

○台風などで甚大な被害が予想される場合などにおいては、サービスの体止・縮小を

余儀なくされることを想定し、あらかじめその基準を定めておくとともに、利用者や

その家族にも説明する。

【災害発生時の対応】

○サービス提供を長時間体止する場合は、必要に応じて、他事業所のサービス等への

変更を検討する。

○利用中に被災した場合は、利用者の安否確認後、あらかじめ把握している緊急連絡先

を活用し、利用者家族への安否状況の連絡を行 う。

利用者の安全確保や家族への連絡状況を踏まえ、順次利用者の帰宅を支援する。その

際、送迎者の利用が困難な場合も考慮して、手段を検討する。

帰宅にあたって、可能であれば利用者家族の協力も得る。

関係機関とも連携しながら事業所での宿泊や近くの避難所への移送等で対応する。
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<更新履歴>

令和 6年 3月 22日 作成 鈴木克弥

令和 6年 4月 1日 施行 鈴木克弥
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(参考)

記入フォーム例

"



(参考)記入フォーム例

【様式①】自施設の被災想定

当 日 2日 目 3日 目 4目 目 5日 目 6日 目 7日 目 8日 目 9日 目

(例 )

日
'一
h

曙ユノプ

電力

EV

飲料水

生 活 用

水

ガ ス

携 帯 電

話

メー‐ル

21

自家発電機 → 復 旧



【様式②】施設口設備の点検リスト

場所/対象

建物 (柱 ) 柱の補強/X型補強材の設置 旧耐震基準設計のもの

建物 (壁 ) 柱の補強/X型補強材の設置 旧耐震基準設計のもの

パ ソコン 耐震キャビネット (固定)の採用

キャビネット ボル トなどによる固定

本棚 ボル トなどによる固定

金庫 ボル トなどによる固定

浸水による危険性の確認 毎月 1日 に設備担当による点検を実

施。年 1回は業者による総合点検を

実施。

外壁にひび割れ、欠損、膨 ら

みはないか

外壁に欠損箇所あり 4月 までに業者に修理依頼

開口部の防水扉が正常に開閉

できるか

故障したまま

暴風による危険性の確認 特に対応せず 3月 までに一斉点検実施

外壁の留め金具に錆や緩みは

ないか

屋根材や留め金具にひびや錆

はないか

窓ガラスに飛散防止フィルム

を貼付しているか

特に対応をせず

シャッターの二面化を実施 し

ているか

周囲に倒れそ うな樹木や飛散

しそ うな物はないか

近隣の樹木伐採済み

2

対応策 備考



【様式③】備蓄品リスト

品名 数量 消費期限

23

保管場所 メンテナンス担当



【様式④】利用者の安否確認シート

※禾IJI}者の容態、・状昴出よ アレルギーの有無 (アレルギー1静腱)もあらかじ|が日屋しておくとよし、

容態・状況

無事・死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事・死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 。負傷・不明

無事・死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 ・負傷・不明

無事 。死亡 。負傷 。不明

無事・死亡 。負傷・不明

無事・死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 ・負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事・死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 ・負傷・不明

無事 。死亡 ・負傷・不明

無事 。死亡 。負傷・不明

無事 。死亡 ・負傷・不明

無事・死亡 。負傷・不明

Z

利用者氏名 安否確認



【様式⑤】職員の安否確認シート

無事 。死亡

負傷 。不明

全壊 ・ 半壊

問題無 し

無事

備考 (

死傷有

)

可能 ・ 不可能

備考(     )

無事 。死亡

負傷 ・ 不明

全壊 ・ 半壊

問題無し

無事

備考 (

死傷有

)

可能

備考 (

不可能

)

無事 。死亡

負傷 ・ 不明

全壊 ・ 半壊
問題無し

無事 ・ 死傷有

備考(     )
可能

備考 (

不可能

)

25

職員氏名 安否確認 自宅の状況 家族の安否 出勤可否



【様式⑥】建物口設備の被害点検シート

躯体被害 重大/軽微/問題なし

利用可能/利用不可

電気 通電 / 不通
水道 利用可能/利用不可
[にチ
=エ廃ユ「:白 通話可能/通話不可

インターネット 利用可能/利用不可

建
物

・
設
備

ガラス 破損・飛散/破損なし

キャビネット 転倒あり/転倒なし

天丼 落下あり/被害なし

床 面 破損あり/被害なし

壁 面 破損あり/被害なし

照明 破損・落下あり/被害なし

建
物

。
設
備

（
フ
ロ
ア
単
位
）

%

対象 状況 (いずれかに○) 対応事項/特記事項



【様式⑦】連絡先リスト

27

氏名 所属先 電話番号 電話番号 2 備考


